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（
画
像
提
供
） 
1
～
3
,6
,7
,9
,1
0
位
 農
研
機
構
、 
4
位
 大
阪
大
学
、 
5
位
 三
洋
化
成
工
業
株
式
会
社
、 
8
位
 名
古
屋
大
学

2
0
2
3

農
研
機
構
は
、「
果
樹
の
開
花
に
必
要

な
低
温
積
算
時
間
」を
把
握
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。
早
期
に
収
穫
す
る
こ

と
で
有
利
に
販
売
で
き
る
促
成
栽
培
に

お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
加
温

開
始
時
期
を
適
切
に
判
断
で
き
ま
す
。

果
樹
の
開
花
に必
要
な

低
温
積
算
時
間
を
一
目
で
把
握

雨
が
降
っ
て
も
安
心
！

畝
立
て
同
時
乾
田
直
播
機
を
開
発

サツ
マイ
モ基
腐病
に強
い

青果
用か
んし
ょ「
べに
ひな
た」

大
阪
大
学
と
農
研
機
構
は
、
薬

剤
抵
抗
性
を
有
す
る
蛾
の
一
種

「
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
」に
つ
い
て
、

青
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
を
照
射

し
て
撃
墜
す
る
こ
と
に
成
功
。
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
各
部
位
に
レ
ー

ザ
ー
の
パ
ル
ス
光
を
照
射
し
、
胸

部
や
顔
部
が
急
所
で
あ
る
こ
と
を

発
見
す
る
と
と
も
に
、飛
翔
予
測
、

追
尾
、
狙
撃
す
る
た
め
の
技
術
を

開
発
し
ま
し
た
。

レー
ザー
光に
よる
害虫
駆除
技術
を開
発

農
研
機
構
は
、
イ
ネ
に
常
在
す
る
酵
母
由
来

の
酵
素
で
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
分
解
を
速
め

ら
れ
る
こ
と
を
確
認
。
酵
素
を
大
量
に
生
産
す

る
方
法
も
開
発
済
み
で
、
野
菜
な
ど
の
畑
で

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
に
散
布
す
る
酵
素（
処
理

剤
）と
し
て
実
用
化
に
つ
な
げ
る
方
針
で
す
。

酵
素
パ
ワ
ー
で
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チッ
ク
製
品
の
分
解
を
加
速

名
古
屋
大
学
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
灰
色

か
び
病
菌
が
多
種
多
様
な
農
作
物
に
感
染
で
き
る
仕
組
み
を

解
明
。
農
作
物
が
作
る
抗
菌
物
質
を
識
別
し
た
う
え
で
、
そ

れ
を
不
活
化
す
る
酵
素
を
合
成
す
る
遺
伝
子
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

灰
色
か
び
病
菌
の
感
染
の
仕
組
み
解
明

ホ
ク
ホ
ク
食
感
の
か
ん
し
ょ

新
品
種「
ひ
め
あ
ず
ま
」

茎
枯
病
抵
抗
性
の
アス
パラ
ガス

新
品
種「
あ
す
たま
J」
を育
成

コ
メ
を
活
用
し
た
肥
料
被
覆
材
を
開
発

害
虫
の
発
生
状
況
を

遠
隔
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

酵
素
処
理

あ
り

酵
素
処
理

な
し

酵
素
処
理

な
し

酵
素
処
理

あ
り

1m

飛
翔
時
の

検
出・
追
尾

レ
ー
ザ
ー
光
照
射

（
命
中
）

撃
墜
後

ハ
ス
モ
ン
ヨト
ウ

煙

検
出

ビ
ー
ム
走
査

シ
ョ
ット

広
島
県
に
お
け
る
2
0
2
1
年
1
0
月
1
日
～
2
0
2
2
年
1
月
1
0
日

の
低
温
積
算
時
間
の
現
況
マ
ッ
プ

（
縦
軸
は
緯
度（
度
）、
横
軸
は
経
度（
度
）、
図
横
の
カ
ラ
ー
バ
ー
は

7
.2
°C
以
下
の
低
温
積
算
時
間（
時
間
））

畝
立
て
乾
田
直
播
機
の
概
念
図

※
③
直
播
作
業
部
の
改
良
に
よ
り
、

　
降
雨
後
で
も
土
が
付
着
し
に
く
い
の
が
ミ
ソ

開
発
機
と
従
来
技
術
の
作
業
能
率
の
比
較

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
汚
染
ほ
場
で
の
標
準
黒
マ
ル
チ
栽
培

Io
Tカ
メ
ラ

P
C
等
で
確
認

装
置
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
画
像

農
研
機
構
は
、
Io
T
と
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
を

組
み
合
わ
せ
、
省
力
的
に
日
単
位
の
害
虫
発
生

デ
ー
タ
を
自
動
収
集
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置

を
開
発
。
従
来
よ
り
迅
速
に
害
虫
発
生
情
報
を

農
業
者
等
に
提
供
し
ま
す
。

市
販
の
生
分
解
性
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム（
黒
）に
対
す
る

分
解
酵
素
処
理
効
果

白
色
が
酵
素
処
理
あ
り（
フ
ィ

ル
ム
強
度
が
下
が
り
破
断
）

で
、黒
色
は
酵
素
処
理
な
し
。

灰
色
か
び
病
菌
は
、ピ
ー
マ
ン
と
ト
マ
ト
の
抗
菌
物
質

を
識
別
し
て
、異
な
る
酵
素
遺
伝
子
を
活
性
化
す
る

「
あ
す
た
ま
J」
の
収
穫
物
　

揃
っ
た
若
茎（
わ
か
く
き
）が

沢
山
取
れ
る

ピ
ー
マ
ン

ト
マ
ト

「
ひ
め
あ
ず
ま
」の
焼
き
い
も

農
研
機
構
は
、
か
ん
し
ょ
新
品
種「
ひ
め
あ
ず
ま
」

を
育
成
。”
ほ
く
ほ
く
系
”の
主
力
品
種「
ベ
ニ
ア

ズ
マ
」に
似
た
風
味
・
食
感
で
、
青
果
、
菓
子
加
工

用
の
両
方
に
向

き
ま
す
。
ま
た
、

複
合
病
害
抵
抗

性
を
持
つ
と
と
も

に
、
貯
蔵
性
に
も

優
れ
て
い
ま
す
。

農
研
機
構
と
香
川
県
、
東

北
大
学
、
九
州
大
学
は
、

難
防
除
病
害
で
あ
る
茎
枯

病
に
抵
抗
性
を
持
つ
国
内

初
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
品
種

「
あ
す
た
ま
J
」を
育
成
。

露
地
栽
培
で
従
来
品
種
が

枯
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
茎
枯

病
が
ま
ん
延
し
て
い
る
畑
で
も
、
殺
菌
剤
無
散
布
で

順
調
に
生
育
し
安
定
し
た
収
量
を
得
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
4
年
を
め
ど
に
種
苗
会
社
を
通
じ
て
生
産
者
に
苗
を
供
給
予
定
で
す
。
サ
ツ
マ

イ
モ
基
腐
病
の
被
害
軽
減
と
青
果
用
か
ん
し
ょ
の
安
定
生
産
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

迅
速
な
害
虫
発
生
情
報
に
よ
っ
て

生
産
者
が
適
時
適
切
な
農
薬
散

布
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
を
め
ど
に
種
苗
会
社
を

通
じ
て
生
産
者
に
苗
を
供
給
予
定

で
す
。
外
観
や
形
状
の
そ
ろ
い
が

良
い
芋
が
多
く
収
穫
で
き
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
、
病
原
菌
か
ら
感
染

力
だ
け
を
奪
う「
R
N
A
農
薬
」の
開
発
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

2
0
2
8
年
を
め
ど
に
生
産
者
に
種

苗
の
提
供
を
始
め
る
予
定
で
、
茎
枯

病
の
被
害
回
避
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

生
産
者
が
望
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で
マ
ル
チ
の
分
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
処
分
に
か
か

る
労
力
を
大
幅
に
低
減
し
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

開
花
率
の
向
上
や
開
花

時
期
の
斉
一
化
に
よ
り

生
産
者
は
無
駄
な
加
温

を
せ
ず
に
済
み
、
省
エ
ネ

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

土
の
状
態
に
左
右
さ
れ
ず
、
生
産
者
が
ま
き
た
い
時
に
乾
田
直
播
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

生
育
初
期
の
湿
害
を
回
避
で
き
、
安
定
的
な
二
毛
作
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

生
産
者
が
化
学
農
薬
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
害

虫
を
駆
除
で
き
る
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
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同
会
社
は
、
降
雨
後
の
圃
場
で
も
水
稲
の
乾
田
直
播
作
業
が
で
き
る「
畝

立
て
乾
田
直
播
機
」を
共
同
で
開
発
。
土
が
付
着
し
に
く
い
直
播
作
業
部
を
備
え
、
表
面
が
硬
い

畝
を
立
て
て
そ
の
上
面
に
種
子
を
播
く
仕
組
み
で
す
。

農
研
機
構
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
強
い
抵
抗
性
を
持
つ
青
果
用
か
ん
し
ょ
の
新
品
種「
べ
に

ひ
な
た
」を
育
成
。
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
ま
ん
延
し
て
い
る
畑
で
の
試
験
栽
培
で
は
従
来
品
種

の「
べ
に
は
る
か
」は
1
割
以
下
し
か
収
穫
で

き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
べ
に
ひ
な
た
」は

8
割
以
上
収
穫
で
き
ま
し
た
。

「
べ
に
ひ
な
た
」

の
塊
根

溶
出
期
間
と
は
肥
料
成
分
の
8
0
%
が
溶
出
す
る
ま
で
の
経
過
日
数

生
産
者
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥

料
に
置
き
換
わ
る

環
境
負
荷
低
減
型

肥
料
が
利
用
可
能

に
な
り
ま
す
。

コ
コ
に

期
待！

コ
コ
に

期
待！

コ
コ
に

期
待！

開
発
し
た
被
覆
材
に
よ
る
肥
料
成
分
の
溶
出
挙
動

三
洋
化
成
工
業
株
式
会
社
と
バ
イ
オ
マ
ス
レ
ジ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
米
を
活
用
し
た
生
分

解
性
樹
脂
を
使
っ
た
農
業
用
肥
料
被
覆
材
を
開
発
。
農
地
で
の
検
証
を
経
て
2
0
2
7
年
に
実
用

化
す
る
予
定
で
す
。
肥
料
成
分
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
被
覆
肥
料
は
、
肥
料
成
分

が
溶
け
出
し
た
後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
の
土
壌
残
存
や
海
洋
汚
染
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
資
材
で
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。


